
東北農業研究　第9号　　　　　　　　　　　　　109

水稲乾田直播栽培における中型トラクタを

基幹とした作業技術体系に関する研究

第1報　作業能率・作業精度および生育収量について

鈴木　惣蔵・佐藤　昭介・及川　俊昭

（官奴県鳥試）

1．ま　え　が　き

水田作における労働生産性を飛躍的に向上する目的で

鼻業基本法が制定され，農業構造改善事業が推進されて

いる。構造改善事業により大区画水田が造成され，大型機

械が導入されているが，これらを効果的に使用する水稲

の栽培技術が確立されていない。このような情勢に対処

するため，水稲の竜田直播栽培における中型トラクタを

基幹とした作業技術体系の試験を実施した。作業技術体

系の試験は今までに研究された水稲の栽培法および各作

業についての成果を有機的に結合し，作業能率・作業精度

および水稲の生育収量はもちろん，作業体系の負担面硫

・機械の利用経費・生産費の試算および経済的評価まで

行なうものであるが，本報においては，このうち作業能

率・作業精度および水稲の生育収量について報告する。

2．試　験　方　法

1．試験圃場：仙台市中野出花柳原　′ト幡宰氏の水

田17α（88．0×19．37花）埴壌土。

2．供試機械

餌トラクタ：クボタトラクタ　L27R

121付属作業機　マニアスプレッダ・松山3連型・ワ

ソウェノ、ロー・ロータリ・ロータリシーダ・ハイス

プレーヤ

（31コソバイソ：クボタコソバイソHTlOO

3．供託品種：フジミノリ

4．栽植様式：25仁政　粂播

5．播亀量：1．1軸／α

6．施肥量：基肥…堆肥100軸，硫加燐安6たク／α

追肥…NK化成1．5枚硫安0．5毎／¢

7．耕適法：亀田直感栽培の耕毯基準による。

なお，作業技術体系試験の試験方法はまだ確立されて

いないが，本試験においては農林省農事試験場で行なっ

ている方法を用いた。すなわち，作菜技術体系を設定

し，各作業ごとに所定の作業精度をもった能率的な作業

方法により作業時間を算出してこれを設計（第1～3表

）とし，この設計と試験結果を対比する方法である。

3．試験結果および考察

1．作業能率　耕起作業からコンパイソ収痙跡のわら

処理作業までの洪試面積当りの全作業時間は，設計では

19．33時間であったが，結果では29．07時間となった（

第1表　作　業　能　率（17α当り）
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第1蓑）。また，組作業人員を組入れた延作業時間は．設

計では29．33時間であったが．結果では43，05時間とな

り．作業時間で10時間．延作業時間で14時間設計より多

くの時間を要した。これは，主として施肥播種・雑草防

除・追肥およびわら処理作業に多くの時間を要したため

であり，これらの作業の能率については，作業方法およ

び作業精度との関連でさらに検討する必要があると思わ

れる。

2．作業括受：堆肥散布作業の作業精度は施用量が少

なく，散布むらも大きくやや悪く，耕起作業では耕深が浅

く，耕盤が不整で反転程度も悪く，中高となり作業精度

が悪かった。これはオペレータの不馴れによる作業技術

の不完全さによるものと尽われる9しかし，その筏の砕

土・均平作業により中高は解消され．均平程度および砕

土程度は乾田直格をするには十分であった。施肥播種作

業では播種位置が平均で1．6用と浅かった。播種後の除

草剤の散布・鳥嘗・乾燥などによる障害を考慮して播種

位匿は2～3用の範周砿入るようにする必要がある。収

穫作業は圃場条件・水稲の立毛条件ともコンパイソによ

る収橙に適していたため，全穀粒損失が2．7％で非常に

少なく，作業精度が高かった（第2表）。

3．水稲の生育収量：発芽がよく苗立教は謡当り269

本であった。その後か生育も順調で，最高茎数は詳当り

609本∴穂数が441本となり，有効茎歩合は72．3％であ

った。また，本年は出穂期以降の高温多照により豊熟が

非常によかつた9収量は部分刈嗣垂では加当り5，638桓
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第2表　作　業　精　度
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であり，コソノミイソによる全刈収量は5，480軸であった

（第3表）。これは設計の5，000晦に比し約10％の増収で

第3表　水稲の生育収量

果

あり，付近田の移植水稲の収量（5，400毎）に比しても

まきった。

4．む　　す　　び

以上の結果より，本作業技術体系は慣行栽培法（厄当

り延作業時間1，289時間）に比し，作業能率（ゐα当り換算

延作業時間253時間）が高く，収量もまさることが実証

されたものと思われる。
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